
 
 
 
 
 
 

「GREEN×EXPO 2027」の開催に向けた取組について（ご案内） 

 
 
 
 横浜市では、「GREEN×EXPO 2027」（２０２７年国際園芸博覧会）の開催に向けて、 
２０２７年国際園芸博覧会協会・国などと連携し、準備を進めています。 
 本日の横浜市町内会連合会 11 月定例会にて、市長からご出席いただいた皆様に向けて、
「GREEN×EXPO 2027」の開催背景や理念などについて、ご説明差し上げました。 
 今後は、各区の区連会にも本日と同様に市長が訪問する機会を区役所と連携して設けてい
きますので、引き続きのご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
 
 
＜参考：「GREEN×EXPO 2027」の概要＞ 

■名称：２０２７年国際園芸博覧会 

■会場：旧上瀬谷通信施設（横浜市旭区・瀬谷区） 

■開催期間：2027年３月 19日(金)～2027年９月 26日(日) 

■クラス：A1（最上位クラス・BIE認定・AIPHの承認） 

■参加者数：1,500万人（ICT活用や地域連携などの多様な参加形態を含む） 

  （有料来場者数：1,000万人以上） 

 

市 連 会 1 1 月 定 例 会 資 料 
事 務 連 絡 
令 和 ５ 年 1 1 月 1 0 日 
都 市 整 備 局 

 

担 当：都市整備局国際園芸博覧会推進課 
河野、中村 

連絡先：671-4627 
メール：tb-engeihaku@city.yokohama.jp 



 

 

「都市計画マスタープラン」等の改定に向けた 

意見募集等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１都市計画マスタープラン 

・ 市町村の都市計画の基本方針  

・ 市民や企業等の皆様のまちづくりへの参画を促し、  

協働でまちづくりを進めるためのツール  

 

※２都市計画区域の整備、開発及び保全の方針等 

・ 都市計画の目標、土地利用、都市施設の整備や市街地開発事

業等に関する主要な都市計画の決定方針等  

 

１ 都市計画マスタープラン                         

 

(1) 令和５年 12 月上旬頃 

・ 市民の皆様が考える「未来のまちの姿」等について、ご意見や考えを募ります。 

・ 意見の募集は、世代や居住地等を問わず、率直な意見を幅広く伺っていけるよ

う、スマートフォンからお手軽に投稿いただけるようにするほか、市庁舎２階

にもご意見を提出できる専用スペースを設けます。 

 

(2) 令和６年２月～３月頃 

 ・市民や企業の皆様を対象に参加者を募集し、ワークショップを開催します。 

 

◆具体的な日程や参加者の募集等については、記者発表やホームページ、広報

よこはまなどでお知らせいたします。 

◆いただいたご意見や対話の結果等については、都市計画マスタープランの素案

等に反映してまいります。 

◆令和６年度以降も、都市計画手続きに合わせプラン案へのご意見を伺ってまい

ります。 

 

市連会 11 月定例会資料  

令和５年 11 月 1 0 日  

都 市 整 備 局 企 画 課  

現在、都市づくりに関する方針である「都市計画マスタープラン※１」等※２に

ついて、令和７年度改定に向けて検討を進めています。  
今後、意見募集やワークショップ等を実施し、市民や企業の皆様から「まち

づくり」に対する思いやニーズ等を伺いながら改定してまいりますので、今後

の予定をお知らせします。  
なお、実施内容・時期等の詳細については、リーフレットや広報よこはま、

ホームページ等を活用して順次周知させていただきます。  

都市計画マスタープラン 

（現行版：平成 25 年改定） 

裏面あり  



２ 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 等                    

 

○令和６年１月末から２月上旬 

 ・市が作成する都市計画市素案（案）の内容等について、市内６箇所で開催  

予定の説明会や説明動画の配信等によりご説明するとともに、都市計画市素

案（案）に対する意見募集を行ってまいります。 

 

 ◆説明会の日程や会場等の詳細については、12 月下旬から配布等を行う予定の

リーフレットや広報よこはま１月号などでご確認ください。 

 

 

３ 問合せ先                                

  都市整備局企画課 TEL：671-3749   担当：岡田、水谷、東、齊藤 



 

 

 

 

 

 

 
横浜市では、市の空家等対策の基本計画である「横浜市空家等対策計画」の改定作業

を進めています。12 月中旬に改定素案を公表し、約１か月間、意見募集を実施します
ので、皆様のご意見をお寄せください。 

 

 

 
 

空家が増加し、管理不全な空家が周囲に迷惑や被害を及ぼすなど、空家問題が全国的
に課題となっています。横浜市空家等対策計画は、こうした課題に対応するため、空家
化の予防や空家の流通・活用、管理不全な空家の防止・解消など、今後、市が取り組む
様々な対策を総合的に定めたもので、平成 31 年２月に策定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
（１）概要 

 12 月中旬に公表する改定素案に対する意見募集を実施します。市民の皆様からいただ
いた御意見を反映した上で、令和 6 年３月末に「横浜市空家等対策計画」を改定します。 

（２）募集期間 
令和５年 12月中旬から令和６年１月中旬まで 

※詳細な期間は、12 月中旬に市のホームページ等でお知らせします。また、意見募集開始日か
ら意見募集のリーフレットを各区役所、市民情報センター等で配架します。 

（３）素案の閲覧方法・御意見の提出方法 
後日公開する市のホームページ又は後日配架するリーフレットを御参照ください。 

 

 

お問合せ先 
横浜市建築局住宅政策課  担当  安藤、足立、北村  Tel 045－671－4121 

中 区 区 連 会 説 明 資 料 

令 和 ５年 1 1 月 2 0 日 

建 築 局 住 宅 政 策 課 

横浜市空家等対策計画の改定に係る
市民意見募集について 

１ 横浜市空家等対策計画とは 

２ 意見募集について 

〈管理不全な空家〉 〈適切に管理された空家〉 

計画に基づく対策 



エコハマ（横浜市エコ家電応援キャンペーン）の周知に向けた 

ご協力について（依頼） 

 

 横浜市では、家計負担の軽減と温暖化対策のため、市内の対象店舗において、

一定の省エネ性能を満たすエアコン・冷蔵庫・LED 照明器具をご購入いただいた

市民の皆様を対象に、最大３万円分のポイント還元を行う「エコハマ（横浜市エ

コ家電応援キャンペーン）」を実施中です。 

 より多くの市民の皆様に本キャンペーンをご利用いただき、電気代の削減や

ご家庭からの二酸化炭素排出量の削減を進めていくとともに、脱炭素ライフス

タイルに向けた意識醸成につなげていきたいと考えております。 

 つきましては、別添の広報チラシを自治会町内会の掲示板に掲出いただき、市

民の皆様への周知にご協力くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

１ 掲出場所について 

 自治会町内会掲示板 

 

２ 希望掲出期間について 

 令和６年１月 31 日（水）まで 

 

３ お問い合わせ先について 

 キャンペーン内容に関すること 

エコハマお客様専用コールセンター 

（電話番号：900-3750、土日祝・年末年始含む 10 時～18 時） 

 掲示板への掲出に関すること 

  エコハマ担当（電話番号：671-2661） 

 

【参考：エコハマ（横浜市エコ家電応援キャンペーン）について】 

申請受付期間 

令和５年８月 29 日（火）～令和６年１月 31 日（水） 

※予算上限に達し次第早期終了 

※キャンペーン期間中にご購入いただいたものが対象 

対象家電 一定の省エネ性能を満たす、エアコン・冷蔵庫・LED 照明器具 

対象店舗 市内家電取扱店舗のうち、事前にご登録いただいた店舗 

申請方法 オンライン申請（郵送申請も可） 

還元内容 

本体購入価格（税抜）の 20％、上限３万円分のポイントを 

キャッシュレスポイントまたは商品券で還元 

※ポイント交換期限：令和６年２月 29 日（木） 

★対象店舗など詳細な情報は、キャンペーン特設サイトへ 

https://ecohama.city.yokohama.lg.jp/ 

 

 

市連会 11 月定例会説明資料 
令 和 ５ 年 1 1 月 1 0 日 
温暖化対策統括本部調整課 

担 当：温暖化対策統括本部調整課エコハマ担当 

連絡先：671-2661 

E-mail：on-ecohama@city.yokohama.jp 



エコハマ
［二次元コード］

TEL.045-900-3750お客様専用
コールセンター

［開設期間］2024年2月14日（水）まで  
［受付時間］ 10：00～18：00（土・日・祝、年末年始含む）
※お掛け間違いにご注意ください。

エコハマ（横浜市エコ家電応援キャンペーン）

登録店舗・対象製品などの詳細は、キャンペーンサイトへ。〉〉〉

10年前の製品と比べるとこんなに脱炭素！

年間CO2排出量

約52kg 削減！
年間電気代

約3600円
オトク！

905
kWh

2011年

790
kWh

エコハマ
対象製品の平均

エコハマ
対象製品の平均

年間CO2排出量

約88kg 削減！
年間電気代

約6000円
オトク！

470
kWh

2011年

275
kWh

年間CO2排出量

約37kg 削減！
年間電気代

約2500円
オトク！

136
kWh

55kWh

年間消費電力量（kWh/年） 年間消費電力量（kWh/年） 年間消費電力量（kWh/年）

エアコン LED照明器具

エコハマ
対象製品の平均 蛍光灯

※出典：スマートライフおすすめBOOK 2022年度（2011年製品の年間消費電力量部分）   ※冷蔵庫の2011年製品については定格内容積401L～450Lの製品の数値の中間値
※LED照明器具の2011年製品については蛍光灯シーリングライトの数値   ※今回の対象製品（令和5年4月時点）の平均値との比較
※年間電気代は、年間消費電力量に電力料金目安単価31円/kWh（税込）を乗じて算出   ※電力のCO2排出係数は0.45kg-CO2/kWhで算出

対象家電は３品目！

エコ家電 応援キャンペーン

節電効果の大きいエコ家電の購入を応援！

※キャンペーンは予算の上限に達し次第、予定より早期に終了する場合があります。 キャンペーン期間中にご購入いただいた製品が対象となります。

※申請はお1人様エアコン・冷蔵庫は各１台、LED照明器具は２台まで。

市内登録店舗での購入で、本体購入価格(税抜)の

キャッシュレスポイントまたは商品券で
※郵送申請は
消印有効です。申請受付期間 8月29日(火)・・・2023年 2024年1月31日(水)

分を20％ 30,000円１台あたり

上限最大

お問い
合わせ

対象家電のうち、一定の省エネ性能を備える製品が対象です。

還元！

冷蔵庫
（450L以下の冷凍庫含む）



 
 

新たな図書館像（図書館ビジョン（仮称））の策定に向けた 

市民意見公募予定について（情報共有） 

 

横浜市立図書館及び横浜市の図書館行政への御理解と御協力に対し、厚くお礼申し上げ

ます。 

横浜市では、横浜市立図書館のこれからの「横浜市立図書館の目指す姿」や「取組の方

向性」を示す「横浜市の新たな図書館像（以下「図書館ビジョン（仮称）」という。）」に

ついて、令和５年度中の策定を目指し準備を進めています。 

横浜市立図書館は 1区に 1館（市内計 18館）あり、年間約 640万人の方と、大変多く

の方にご利用いただいている施設です。策定に向けて、市民の皆さまから広く意見を伺う

ため、市民意見公募を以下の通り行う予定ですので、お知らせいたします。 

各自治会町内会長のみなさまにも、本件公募を予定している旨をお知らせいただけます

と幸甚です。 

 

１ 「図書館ビジョン（仮称）素案」市民意見公募の概要 

 （図書館ビジョン（仮称）策定の背景や基本的な方向性は、別紙参照） 

(1) 公募期間（予定） 

   令和５年 12月中旬以降～１月 ※具体的な日にちは現在調整中です。 

(2) 素案閲覧場所（予定） 

ア 横浜市ホームページ「新たな図書館像（図書館ビジョン（仮称））」で公開します。 

【URL】https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-

kyoiku/kyoiku/plankoho/plan/libvision.html 

  イ 素案概要配布、素案本文閲覧場所 

   ・横浜市立図書館 

   ・横浜市立図書館図書取次所 

   ・区役所区政推進課広報相談係 

   ※地区センター、地域ケアプラザ、地域子育て支援拠点には概要版のみの配架です

ので、素案本文をご覧になる場合は上記ア、イでご確認ください。 

 

２ 「図書館ビジョン（仮称）」の策定に向けた今後のスケジュール（案） 

  12月～令和６年１月：市民意見公募 

３月：原案策定・公表  

＜担当＞ 

教育委員会事務局 教育政策推進課：安部、宮崎 

電 話：671－3243 

メール：ky-seisaku@city.yokohama.jp 

横浜市町内会連合会資料 

令和５年 11 月 10 日 

教 育 委 員 会 事 務 局 

教 育 政 策 推 進 課 



別 紙 

【参考】図書館ビジョン（仮称）について 

 

 これまでの検討状況を踏まえ、市立図書館の現状と課題、基本的な方向性をまとめまし

た。これらを踏まえて、市民意見公募の際には、図書館ビジョン（仮称）素案の概要及び

本文をお示しし、皆様からご意見を伺います。 

 

１ 市立図書館の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 検討経過 

  令和４年度から、調査検討を開始しました。先行事例調査、市民アンケート、市民ワ

ークショップ、有識者意見聴取等を踏まえ、図書館ビジョン（仮称）の基本的な方向性

を整理しました。 

   

３ 図書館ビジョン（仮称）の基本的な方向性 

これまで図書館が担ってきた、本や読書を核とした情報へのアクセスを保障する機能

の充実に加え、新たな機能・価値を提供することが求められています。 

豊かな学びへの寄与、居心地の良い環境、さらにまちの魅力づくりへの貢献を目指

し、図書館の機能・施設の拡充により「新たな機能も含めたサービスの拡充」を図ると

ともに、「サービス全体を支える仕組みの強化」について、基本的な方向性を検討してい

ます。（下図参照） 

 

これらを踏ま

え図書館ビジ

ョン（仮称）を

令和５年度中

に策定するこ

ととしました。 



横浜市立図書館臨時休館のお知らせ（情報共有） 

日頃から、横浜市立図書館の運営に御理解と御協力をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

市立図書館では、令和６年１月 15日（月）に新しい図書館情報システムが稼働予定で

す。機器等の交換やシステム移行のため、12月 25日（月）から全館臨時休館します。 

御不便をおかけしますが、本件につきまして、御承知おきいただきますようお願い申し

上げます。 

なお、図書館ホームぺージ等により広報を実施しているほか、広報よこはま（11・12月

号）にも掲載し、市民の皆様への周知を行ってまいります。 

１ 臨時休館日程について 

令和５年 12月 25日（月）～令和６年１月 14日（日） 

※別紙ポスターにより広報を実施しております。

※１月 15日（月）から通常通り開館いたします。

２ 休館・休止するサービスについて 

(1) 市立図書館は全館休館し、移動図書館「はまかぜ号」及び図書取次サービスは休止

します。 

(2) 図書館情報システムを使用した、本の検索・予約等は御利用いただけません。

３ 新システムについて 

スマートフォンで図書館カードを表示して本が借りられるようになるなど、より便利

にお使いいただけるようになります。詳しくは図書館ホームぺージをご覧ください。 

【URL】https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo- 

manabi/library/oshirase/2024opacrenewal.html

＜担当＞ 

教育委員会事務局 中央図書館 企画運営課 澤田 

電 話：262-7334 

メール：ky-libkiun@city.yokohama.jp

市連会 11 月定例会説明資料 
令 和 5 年 1 1 月 1 0 日 
教 育 委 員 会 事 務 局

中 央 図 書 館 企 画 運 営 課

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-


横浜市中央図書館企画運営課 電話：045-262-7334 FAX：045-262-0052

ご不便をおかけして申し訳ありませんが、ご理解・ご協力をお願いいたします。

〇休館中にもご利用いただけるサービス

〇 返却ポスト（12/29～1/3を除く） 〇電子書籍サービス

× 休館中はご利用いただけないサービス

× 本の貸出・返却・予約 × 蔵書検索ページの利用
× 新規登録・登録更新 （本の検索・予約・予約かご）

× 本の閲覧・複写 × 地区センター蔵書検索
× レファレンス（調べもの） × オンラインデータベース
× 情報ダイヤル × デジタルアーカイブ

横浜市立図書館

臨時休館のお知らせ

新しいシステム&新サービスに
ついて、図書館ホームページで
随時お知らせします。

＊令和６年１月15日（月）は午前９時30分から午後５時まで開館します。

＊蔵書検索ページは１月15日（月）午前９時30分以後ご利用いただけます。

＊新しい蔵書検索ページでは初回ログイン時に
パスワードの再登録が必要となります。
詳しくは図書館ホームページをご覧ください。

〈令和６年１月15日（月）以降について〉

横浜市立図書館は、図書館情報システムの更新のため

全館臨時休館いたします。

令和５年

12/25
令和６年

１/14
日月

別紙



自治会町内会長 各位 

                                   中 区 長 

      

第 29期青少年指導員候補者の推薦について（依頼） 

 

 日ごろから、青少年の健全育成のために特段の御尽力をいただき厚くお礼申しあげます。 

 さて、各地域で御活躍いただいております第 28期青少年指導員の任期が、令和６年３月

31日をもって満了となります。 

つきましては、新たな第 29期青少年指導員（任期：令和６年４月１日から令和８年３月

31日まで）候補者を、次のとおり推薦していただきますようお願い申しあげます。 

 

１ 提出書類 

  第 29期（令和６・７年度）青少年指導員候補者推薦書 

（「第 29期横浜市青少年指導員委嘱手引き」様式１） 

 

２ 提出期限 

  令和６年２月８日（木） 

  ※提出期限を超過した場合、委嘱日が翌月（５月１日）以降になる可能性があります 

ので、ご注意ください。 

 

３ 提出先 

  中区地域振興課 文化・スポーツ・青少年担当 

 

４ 送付書類 

 (1) 横浜市青少年指導員要綱 

(2) 横浜市青少年指導員委嘱要領 

(3) 第 29期横浜市青少年指導員委嘱手引き  

 

 ※１ 推薦年齢は、「青少年指導員委嘱要領」を改正し、新任 70 歳未満、再任75 歳未 

満と５歳ずつ引き上げました。 

※２ 候補者の推薦は、「横浜市青少年指導員委嘱要領」及び「第 29期横浜市青少年指

導員委嘱手引き」に基づき実施していただきますようお願いします。 

 ※３ 推薦に当たっては、被推薦者へ説明を行い、本人の同意を得たうえで、同封の第

29期（令和６・７年度）横浜市青少年指導員候補者推薦書を提出してください。 

 ※４ 自治会町内会等から推薦していただいているほか、地域の実情に応じ、連合町内

会ごとに柔軟に推薦していただいて構いません。 

 

担当：中区地域振興課 文化・スポーツ・青少年担当 

合田、内藤 

                                   電話（２２４）８１３７、FAX（２２４）８２１５ 

中区連合町内会長連絡協議会定例会 

令 和 ５ 年 1 1 月 2 0 日 

中 区 総 務 部 地 域 振 興 課 

 



 



横浜市青少年指導員要綱 

（目的） 

第１条 全市的に青少年指導員(以下「指導員」という。)を置き、地域社会における青少

年の自主的活動とその育成組織活動を推進することにより、青少年の健全育成を図るこ

とを目的とする。 

（任務） 

第２条 指導員は、地域における次に掲げる事項を主たる任務とし、これを推進する。 

(1) 青少年の指導と団体の育成

(2) 青少年の育成にかかわる地域活動の推進

(3) 地域環境の整備と施設への協力活動

(4) 青少年に関する相談と愛護活動

(5) 勤労青少年の指導育成と福祉の増進

（任期）

第３条 指導員の任期は２年とする。ただし、後任者の任期は前任者の残任期間とする。 

（推薦） 

第４条 区長は、青少年の指導に理解と情熱をもち、育成活動のできる者を市長に推薦す

るものとする。 

２ 区長は、委嘱された指導員に変更が生じた場合は、その都度市長に報告し、新たに適

任者を推薦するものとする。 

（委嘱） 

第５条 市長は、前条の規定により区長が推薦した者の中から指導員として委嘱し、同時

に知事に対し、神奈川県青少年指導員として推薦する。 

（区協議会と地区協議会） 

第６条 指導員活動の効果的推進と指導員相互の連絡調整をはかるため、区に協議会（以

下「区協議会」という。）を置き、適宜協議会を開催するものとする。なお、区協議会

の円滑なる運営をはかるため、部会若しくは地区協議会を置くことができる。 

２ 区協議会の事務局を、区総務部地域振興課に置く。ただし、青葉区については、青葉

区福祉保健センターこども家庭支援課に置く。 

（指導計画の作成） 

第７条 区協議会は、第２条の規定に基づき、年間計画を作成しなければならない。 

（活動経費） 

第８条 市長は、区協議会の活動に対し、予算の範囲内で経費を支出するものとする。 

（市協議会） 

第９条 各区協議会の効果的な活動の推進と、相互の連絡調整を図るため、市に協議会（以

下「市協議会」という。）を置き、適宜協議会を開催するものとする。 

２ 市協議会は、区協議会の代表者をもって組織し、事務局をこども青少年局青少年部青

少年育成課に置く。 

（その他） 

第１０条 その他必要な事項は別に定める。 

附 則 

この要綱は、昭和５３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１７年１１月４日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。



 



横浜市青少年指導員委嘱要領 

１ 目的 

    この要領は、市長が横浜市青少年指導員要綱第５条の規定に基づき委嘱する青少

年指導員（以下「指導員」という。）の委嘱等について必要な事項を定める。 

２ 推薦人員及び指導員の推薦方法 

(1) 各区における指導員の定数は、自治会・町内会の数、世帯数等を勘案して、区

長が地区連合町内会等と協議のうえ、地区連合町内会ごとに定めることとする。

ただし、地域の実情に応じて柔軟に対応するものとする。 

(2) 区長は、連合町内会及びその他区長が選出団体として必要と認める地域の団体

に候補者の選出を依頼する。 

(3) 区長は、選出された候補者を市長に推薦し、市長が委嘱する。

(4) 指導員の推薦に係る様式その他必要な事項は別に定める。

３ 指導員の推薦基準 

    候補者の選出及び推薦に当たっては、次の要件に該当する者の中から、適任者を

選考するものとする。 

なお、若い世代や女性の登用に努めるよう留意する。 

(1) 青少年に対する理解と青少年の健全育成に関する情熱を有する者であること。

(2) 青少年にとってよりよい地域環境をつくりあげるために、地域の青少年関係指

導者や関係機関・団体と連携して、率先して活動ができる者であること。 

(3) 原則として市内在住者であること。

(4) 年齢は、改選期日現在において原則として 18歳以上 70歳未満、再任の場合は、

原則として 18歳以上 75歳未満であること。ただし、青少年指導員の活動に支障

なく参加できる場合は、この限りではない。

４ 指導員の委嘱 

(1) 市長による指導員の委嘱は、委嘱状を交付して行う。

(2) 指導員の委嘱に係る様式その他必要な事項は別に定める。

５ 任期 

    指導員の任期は、隔年の４月１日から翌々年の３月31日までの２年間とする。た

だし、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。また、当該２年間の途中に委嘱

した場合の任期は、委嘱の日から当該２年間の終期までとする。 



６ 指導員の解嘱 

(1) 市長は、任期中において、次の各項に該当するときには、指導員の委嘱を解く

ことができる。 

ア 区長から交替又は解任の申出があった場合

イ 指導員としてふさわしくない非行等があった場合

(2) 指導員の解嘱に係る様式その他必要な事項は別に定める。

 附 則 

（施行期日）  

この要領は、平成 27年 10月 23日から施行する。 

（施行期日） 

この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要領は、令和５年７月 13日から施行する。 



第29期横浜市青少年指導員委嘱手引き 

令和６年４月１日から令和８年３月31日までを任期とする第29期横浜市青少

年指導員（以下「指導員」という。）の委嘱等に関して必要な手続き、様式等

は次のとおりとします。 

１  指導員の推薦方法 

(1) 選出団体による推薦

選出団体が、指導員候補者を推薦しようとするときは、第29期（令和６・

７年度）横浜市青少年指導員候補者推薦書（様式１）を区長に提出します。 

また、選出団体が、任期途中に指導員を交替しようとするときは、第29

期（令和６・７年度）青少年指導員候補者推薦書（交替）（様式２）を区長

に提出します。 

※様式１・２については、性別及び生年月日欄を廃止しています。

(2) 区長による推薦

区長が、市長に指導員を推薦するときの様式は、横浜市青少年指導員推

薦書（様式４）とします。 

２  指導員の委嘱に伴う交付物 

指導員の委嘱にあたり、市長は、次のものを交付します。 

(1) 委嘱状

(2) 指導員証

(3) 指導員バッジ

(4) 指導員手帳

３  指導員の解嘱 

(1) 選出団体による解任

選出団体が任期途中に指導員を解任しようとするときは、第29期

（令和６・７年度）青少年指導員解任申出書（様式３）を区長に提出しま 

す。 



(2) 区長による解任

区長は、横浜市青少年指導員交替・解任申出書（様式５）を市長に提出

します。 

(3) 指導員としてふさわしくない非行等があった場合

市長は、指導員あてに解嘱を通知します。

４  届出事項の変更 

横浜市青少年指導員推薦書（様式４）に記載されている事項（氏名、住所、

電話番号）に変更が生じたとき、区長は、横浜市青少年指導員届出事項変更報

告書（様式６）により、変更事項を市長に報告します。  

なお、氏名の変更がある場合は、指導員証を再発行します。



（ 様式１ ）

第 29期（令和６・７年度） 

横浜市青少年指導員候補者推薦書

  年  月  日

区長

選出団体名

代表者氏名

先に依頼のありました標記について、次の者を候補者として推薦します。

フリガナ 年齢

氏 名 歳

住所・電話 〒 区 ℡

自治会・町内会等での役職

新任・再任の区分 新 任  ・ 再 任 （当初委嘱年月：   年  月）

※年齢欄は、委嘱年度の４月１日現在で記入してください。

※再任の方は、最初に委嘱された年月を記入してください。

横浜市個人情報の保護に関する条例に基づき、収集した個人情報は横浜市青少年指導員連絡協議会及

び各区青少年指導員協議会に係る連絡調整に利用し、本人の同意なく利用目的以外には利用しません。 

被推薦者（推薦を受ける者）の同意について 

推薦する際には、被推薦者に説明を行い、ご本人の同意を得られたら、 

以下のチェック欄に「レ点」を記入してください。 

□推薦にあたり、被推薦者の同意を得ています。



 



（ 様式２ ）

第 29期（令和６・７年度） 

横浜市青少年指導員候補者推薦書（交替） 

  年  月  日

区長

選出団体名

代表者氏名

 当団体選出の青少年指導員を次のとおり交替したいため、次の者を候補者として推薦

します。

前任青少年指導員氏名

＜新青少年指導員候補者＞

フリガナ 年齢

氏 名 歳

住所・電話 〒 区 ℡

自治会・町内会等での役職

新任・再任の区分 新 任  ・ 再 任 （当初委嘱年月：   年  月）

※年齢欄は、推薦年度の４月１日現在で記入してください。

※再任の方は、最初に委嘱された年月を記入してください。

横浜市個人情報の保護に関する条例に基づき、収集した個人情報は横浜市青少年指導員連絡協議会及

び各区青少年指導員協議会に係る連絡調整に利用し、本人の同意なく利用目的以外には利用しません。 

被推薦者（推薦を受ける者）の同意について 

推薦する際には、被推薦者に説明を行い、ご本人の同意を得られたら、 

以下のチェック欄に「レ点」を記入してください。 

□推薦にあたり、被推薦者の同意を得ています。



 



（ 様式３ ）

第 29期（令和６・７年度） 

横浜市青少年指導員解任申出書 

  年  月  日

区長

選出団体名

代表者氏名

当団体選出の青少年指導員を解任したいため、申し出ます。

横浜市個人情報の保護に関する条例に基づき、収集した個人情報は横浜市青少年指導員連絡協議会及

び各区青少年指導員協議会に係る連絡調整に利用し、本人の同意なく利用目的以外には利用しません。 

青少年指導員氏名



 







 

令和５年度「自治会町内会のための講習会」 

事例発表収録動画の YouTube配信について【情報提供】 

 

１ 事業の趣旨 

令和５年度の「自治会町内会のための講習会」について、昨年度に引き続き、より多くの皆様に御

紹介するため、事例発表の様子を収録した動画を YouTubeにて配信します。 

つきましては、以下の通り御案内いたしますので、御視聴のほどよろしくお願いいたします。 

 

２ お願いしたいこと 

 【区 連 長】ご承知おきください。 

 【地区連長】地区連合会で、単位会長の皆様に情報提供をお願いします。 

【単位会長】定例会等で、役員の皆様等に情報提供をお願いします。 

 
３ 配信内容、配信期間など 

（１）配信内容 

   市内３区の自治会町内会・地区連合町内会の皆様に活動事例を御紹介いただきました。 

   ① 神奈川区「大口仲町池下町会の紹介とスマートフォンアプリを用いた災害時支援活動」 

     発表者：大口仲町池下町会 会長 石渡 祥男 氏、 

安心・支援部会長／ICT担当 岩並 清隆 氏 

   ② 港南区「会館でのオンライン講座で身近なつながりづくり」 

     発表者：日野清風苑町内会 会長 小室 俊博 氏 

   ③ 磯子区「ICTを活用した自治会/連合町内会活動」 

発表者：滝頭地区連合町内会・滝頭岩瀬自治会 会長 柏木 達義 氏 

（２）配信期間など 

・令和５年 12 月１日（金）～令和７年３月 31日（月） 

  ・以下のホームページから視聴できます。（ご質問に対する回答もこちらに掲出予定） 

   https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/shiminkyodo/jichikai/kanyu_sokushin.html 

 

４ その他 

事例発表について、御質問がございましたら、電子申請・届出システムでお問合せください。 

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/b90b3d9f-62f0-

4d05-ab3c-64ede3c8cf3f/start 

電子申請・届出システムは、以下の QRコードまたは、電子申請・届出システムトップページから、 

「手続き一覧（個人向け）」⇒キーワード検索「自治会 講習会」で検索できます。 

御質問は令和５年 12月１日（金）午前９時から令和６年１月 31日（水）午後５時まで受け付け

ます。御質問に対する回答は、上記ホームページ（横浜市 自治会町内会への加入促進）に掲載予

定です。 

市連会 11 月定例会資料 
令 和 ５ 年 1 1 月 1 0 日 
市民局地域活動推進課 

↑事例発表の一例 

(日野清風苑町内会の取組より) 

横浜市 自治会町内会への加入促進 検索 

市民局地域活動推進課 担当：川口、髙橋 

電話：045-671-2317 FAX：045-664-0734 

Ｅメール：sh-jichikai@city.yokohama.jp 質問受付の 

二次元コード→ 

←事例発表の 

二次元コード 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/shiminkyodo/jichikai/kanyu_sokushin.html
https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/b90b3d9f-62f0-4d05-ab3c-64ede3c8cf3f/start
https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/b90b3d9f-62f0-4d05-ab3c-64ede3c8cf3f/start


令和５年 11月７日 

 

自治会町内会長 各位 

関東学院大学 社会連携センター 

課長 江口 幸史 

                   

  

「関東学院大学 横浜・関内キャンパス開校記念シンポジウム 

ヨコハマから未来へ。＃3」の周知について 

 

時下 ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

関東学院大学は令和５年４月、横浜市関内・関外地区に新たなキャンパスとして

横浜・関内キャンパスを開設いたしました。 

このたび新たに開校した横浜・関内キャンパスにおいて、キリストに根ざしたグ

ローバルな視点を交えつつ、多様性を認め合い、地域の方と共生して暮らし、学び、

生きる、これからのあるべき持続的社会を考えていくため、横浜の未来を考える公

開討論会を全４回にわたって開催いたします。10 月の第２回目に続き、令和５年

12月 15日に第３回目を開催致します。 

つきましては、各自治会・町内会にて周知の程、お願い申し上げます。 

 

１ 提出チラシ 

  「関東学院大学 横浜・関内キャンパス開校記念シンポジウム」チラシ 

  

２ 送付書類 

「関東学院大学 横浜・関内キャンパス開校記念シンポジウム 

ヨコハマから未来へ。＃3」チラシ(Ａ４) 

 

 

 

     関東学院大学 社会連携センター       

担当：江口             

                         電話：０４５－７８６－７７４４     

ＦＡＸ：０４５－７８６－７８９３      

電子メール：relation@kanto-gakuin.ac.jp  







多機能型拠点（５館目）整備事業の実施について 

１ 多機能型拠点整備概要 

多機能型拠点は、医療的ケアを必要とする重症心身障害児者等とその家族の地域での暮らしを支援

するための施設で、市内６箇所に整備予定です。中期４か年計画、横浜市障害者プラン（第４期）に

おいて令和８年度までに市内６箇所に開所するものとしています。これまでに、平成 24年 10月に栄

区に市内１館目である「郷」、平成 25年 10月に都筑区に市内２館目である「つづきの家」、平成 29年

４月に瀬谷区に３館目である「こまち」が開所しました。また、令和６年４月に、港北区に４館目の

多機能型拠点を開所する予定です。 

この度、西区老松町の青少年交流センター跡地を５館目の多機能型拠点整備用地とし、運営法人の

公募を実施していきます。 

  ※医療的ケア ：痰の吸引、経管栄養、人工呼吸器など日常的に行われる医療行為 

   重症心身障害：重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重複する方 

■事業内容 

診療 診療及び往診（主な対象：重症心身障害児者等） 

生活介護 入浴、排せつ及び食事等の介護、活動機会の提供、他必要な援助 

居宅介護 

訪問看護 

自宅での入浴、排せつ、食事の介護等を行う居宅介護や、診療所の医師の指導の下での

訪問看護 

相談支援 看護師やソーシャルワーカー等が生活全般の相談受付や関係機関等との連絡調整 

短期入所 家族が行事等のため介助を行えない場合や休養が必要な場合に、宿泊を伴う一時的介助 

日中一時支援 家族が行事等のため介助を行えない場合や休養が必要な場合に、日中のみの一時的介助 

地域交流 地域団体等への地域交流室の貸出し。利用者とその家族が地域と交流する機会の提供 

 

２ ５館目整備用地について 

 ■所在地：西区老松町 25-3ほか 

      ※現況：建物有（令和５～６年度で解体） 

■整備手法（民設民営方式） 

設置・運営法人に、市有地無償貸与及び建設費補助を行い、当該法人が整備を行います。 

３ 予定スケジュール 

令和６年度 法人公募（９～12 月） 

      応募法人ヒアリング（12月） 

法人施設審査会（12～３月） 

法人決定（３月） 

令和７年度 基本、実施設計 

令和８年度 着工 

令和９年度 工事しゅん工・開所準備 

令和 10年度 開所 

 

 

菊名駅 

令和５年 1 1 月 2 0 日 

横 浜 市 健 康 福 祉 局 

障 害 施 設 サ ー ビ ス 課 

当該地 



【整備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「郷」外観          「つづきの家」外観        「こまち」外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域交流室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備順 施設名 運営法人 住  所 開 所 

南西部 郷 （福）訪問の家 栄区桂台中 2-1 平成 24年 10月 

北西部 つづきの家 （福）キャマラード 都筑区佐江戸町 509-6 平成 25年 10月 

西部 こまち （福）横浜市社会事業協会 瀬谷区二ツ橋町 489-45 平成 29年４月   

北東部 未定 （福）横浜共生会 港北区菊名 4-4-22(予定) 令和６年４月(予定) 

② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

● サルビア 

● 横浜療育医療Ｃ 

● 県立こども医療Ｃ 

① 

● 横浜医療福祉センター港南 

①北西部多機能型拠点 

「つづきの家」 

③西部多機能型拠点 

「こまち」 

⑤南西部多機能型拠点 

「郷」 

★多機能型拠点 

〈参考〉 

●医療型障害児入所施設 

① 北西部…緑、青葉、都筑 

② 北東部…鶴見、港北 

③ 西 部…旭、泉、瀬谷 

④ 中央部…神奈川、西、中、保土ケ谷 

⑤ 南西部…港南、戸塚、栄 

⑥ 南東部…南、磯子、金沢 

②北東部方面多機能型拠

点 予定地 

⑥未整備 

④中央部方面多機能型拠

点 予定地 

健康福祉局障害施設サービス課 

担当：畑下、加藤 

電話：045-671-3560 



  
 
 
 

 

根岸森林公園における航空消防隊との連携訓練について 

 

 

１ 目的 

中区内の飛行場外離着陸場（根岸森林公園芝生広場）において、航空消防隊と中消防署

部隊が離着陸時の連携訓練を実施し、大規模災害等発生時において的確かつ円滑に活動でき

るよう備えることを目的とします。 
 

 

２ 実施日時 

令和５年12月８日（金）13時20分から16時30分まで（事前準備・撤収を含む） 

※救助活動の展示    14時20分から14時50分まで 

※ヘリコプターの展示  14時50分から15時20分まで 

 
３ 訓練場所 

中区根岸台 根岸森林公園芝生広場 

 
４ 訓練参加部隊等 

(1) 中消防署 

中指揮隊、中第１消防隊、山元町消防隊、山下町特別救助隊 

(2) 横浜へリポート

航空消防隊 

(3) 消防団 

伊勢佐木消防団、加賀町消防団、山手消防団 

 
５ 訓練内容 

(1) 飛行場外離着陸場の設定 

(2) 航空消防隊との無線交信要領の確認 

(3) 消防隊による航空消防隊の機体誘導訓練 

(4) 航空救助員による救出訓練 

(5) 機体の説明及び展示 

飛行場外離着陸場とは・・ 

大規模災害時等において、飛行場以外でヘリコプターが離着陸できる場所で、横浜市内には国

土交通大臣の許可を得た 37 か所の飛行場外離着陸場があります。（中区４か所） 

令和５年11月 

中消防署警防課 



６ 訓練当日の見学について 

(1) 訓練当日はヘリコプター見学会を30分間程度実施する予定ですが、公園の地盤面の

関係で着陸できない場合は見学会が中止となる場合があります。 

(2) 荒天及び災害発生時は予告なしに訓練を中止する場合があります。 

 
７ 安全管理について 

訓練当日は安全監視員を芝生広場周囲に配置し、根岸森林公園に来場している一般市民

及び見学者の安全管理を徹底します。 

 
８ その他 

(1) ヘリコプターの進入方向は当日の風向により決定されます。 

(2) 訓練日当日の13時00分から13時30分までの間、訓練場所付近において、訓練実施に伴 

う事前広報を行います。 

(3) 町内会、付近住民への広報チラシ及び根岸森林公園内の掲示チラシ…別添参照 

(4) 11月6日（月）に第六地区連長に説明を実施。11月23日（木）に行われる第六地区

会議で単会長に掲出物を配布し、掲示板への掲示を依頼しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 

中消防署山下町消防出張所 

南部 

TEL：045-212-0119 



 

訓 練 ス ケ ジ ュ ー ル 
 

時 間 活 動 内 容 

13:00 現場付近広報 

13:20 
訓練参加部隊集結完了 

訓練説明及び事前準備 

13:40 飛行場外離着陸場の設定 

14:20 航空救助活動（ホイスト救出） 救出後一旦離脱 

14:25 
１回目着陸準備 

地上準備完了後、着陸開始 

14:27 機体着陸（１回目） 

14:40 機体離陸 

14:45 
２回目着陸準備 

地上準備完了後、着陸開始 

14:47 機体着陸（２回目） 

14:50 
エンジン停止 

機体説明、見学 

15:20 
機体説明終了 

エンジンスタート、機体離陸 

15:40 訓練終了 

16:30 撤収完了 



 

訓 練 実 施 場 所 配 置 図 

 

 
 

 

 

 

 

訓練実施エリア 

見学エリア 



訓 練 内 容 

 

 

ヘリコプターによる物資搬入、搬出訓練 

大規模災害等の発生により陸上交通路が途絶してしまった場合を想定し、ヘリコプターを

活用した物資の搬入、搬出訓練を実施します。(※根岸森林公園に２回着陸を実施します。) 

 
 

  
 

ヘリコプター見学 

訓練終了後、ヘリコプターのエンジンを停止させ、見学会を実施します。(※ヘリコプタ

ーの機体重量が重いため、地盤面の状況によっては見学会が中止となる場合があります。) 

 

 



  
 

 

 

 

 

中消防団の発足について 

～ 伊勢佐木消防団・加賀町消防団・山手消防団の統合 ～ 

 

１ 発足のきっかけ                                   

  令和３年９月、伊勢佐木・加賀町・山手消防団の３団長から、「新生消防団への提言」と題

した提言書が中消防署長に提出されました。 

 

２ 統合の背景と目的                                     

ここ数年は３消防団が一体となった活動が行われており、３団長の意思疎通は極めて深いも

のがありました。大規模災害などの対応を考え、中区を３分割した現行体制よりも、中区全域

をよりスムーズな情報共有と連携が可能な一元体制を構築したいとの思いから、中消防団への

統合にいたったものです。 

なお、統合にあたっては管轄エリアや器具置場の位置などに大きな変更はございません。 

 

３ 中消防団の発足予定日                                

  令和６年４月１日 

 

４ 組織再編のイメージ                                 

（表） 

現消防団 統合の方法 中消防団（統合後） 

伊勢佐木 
１分団（現状維持） １分団 

２分団＋３分団（統合） ２分団 

加賀町 
１分団＋２分団（統合） ３分団 

３分団＋４分団（統合） ４分団 

山手 

１分団＋２分団（統合） ５分団 

３分団＋４分団（統合） ６分団 

５分団＋６分団（統合） ７分団 

 

５ 今後の予定                                     

 (1) 中消防団を設置するためには、条例（横浜市消防団の設置等に関する条例）を改正する必

要があります〔第４回市会定例会（12月開催予定）に条例改正について付議します。〕。 

 (2) 市会において、条例改正が可決されることにより、正式に中消防団が発足します。皆様に

は市会の結果を踏まえ、令和６年１月の中区連合町内会長連絡協議会において、正式にご説

明いたします。 

 

中区連合町内会長連絡協議会資料 

令 和 ５ 年 1 1 月 2 0 日 

中 消 防 署 総 務 ・ 予 防 課 



 中区連合町内会長連絡協議会資料 

令 和 ５ 年 1 1 月 2 0 日 

中 消 防 署 総 務 ・ 予 防 課 

令和５年 11月 20日  

 

自治会町内会長 各位 

 

中消防署        

総務・予防課長 渡邉 浩司  

 

「令和６年中区消防出初式」チラシの掲出について（依頼） 

 

時下 皆様方におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

例年、新春のイベントとして中区消防出初式を開催しています。年頭にあたり、中消防

署及び中区の３消防団（伊勢佐木、加賀町、山手）が連携し、火災予防等に対する啓発

や、一斉放水訓練の展示などのイベントを通じて、中区に住む人、訪れる人が安全・安

心を実感し、消防への理解と信頼を深めていただくことを目的とし開催するものです。 

つきましては、多くの区民の皆様にご来場いただくため、次のとおり、自治会町内会

の掲示板へのチラシの掲出をお願いします。 

 

１ 令和６年中区消防出初式開催概要 

(1) 日時 

令和６年１月６日（土） 午前９時 30分～11時 30分 

(2) 場所 

    横浜市役所（中区本町６-50-10） 

  （アトリウム、北プラザ、展示スペース、水辺テラス、大岡川） 

※災害の発生や当日の天候等の状況により、開催規模の縮小又は開催を中止する場合 

があります。 

 

２ 掲出希望期間 

  チラシ到着から令和６年１月６日（土）まで 

  ※可能な範囲で上記期間にて掲出をお願いいたします。 

 

３ 送付書類 

  「令和６年中区消防出初式」チラシ（Ａ４） 

 

４ その他 

中区連合町内会長に対して、開催案内を郵送する予定です。 

 

担当 中消防署 総務・予防課庶務係 

川田、召田（℡ 045-251-0119） 



令和６年中区消防出初式



令和５年 11月 20日 

 

自治会町内会長 各位 

 

                 中区高齢・障害支援課長 岩崎 雄介 

  

 

「認知症に関する市民向け映画上映会」チラシの掲出について（依頼） 

 

時下 ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃から、横浜市政の推進に御協力いただき厚くお礼申し上げます。 

さて、中区では高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしく続けることができる

よう「地域包括ケアシステム」の構築をすすめており、その一環として、認知症に関

する正しい知識の普及・理解の促進に取り組んでいます。この度、中区在宅医療相談

室の主催により認知症に関する市民向け映画上映会を実施します。 

つきましては、当該映画上映会のチラシについて、可能な範囲で掲示板への掲出を

お願いいたします。 

 

１ 掲出チラシ 

  「認知症に関する市民向け映画上映会」チラシ 

 

２ イベント概要 

  日時  令和６年１月 20日（土） 14時 30分～16時 30分 

場所  健康福祉総合センター ４階ホール（中区桜木町１－１） 

内容  若年性認知症と診断された丹野智文さんの実話を基にした 

映画「オレンジ・ランプ」 上映 

対象  横浜市在住・在勤の方 200名（先着順・要申込） 

    ※ハガキ、FAX又は二次元バーコード（別添チラシ参照）より申込み 

主催  中区在宅医療相談室 

協力  中区役所、中区医師会 

 

３ 掲出期間 

  令和５年 12月４日（月）～令和６年１月８日（月・祝） 

 

４ 送付書類 

  「認知症に関する市民向け映画上映会」チラシ(A4) 

 

 

      担当 中区役所高齢・障害支援課 中澤  

                                       電話 ０４５－２２４－８１６７  

ＦＡＸ ０４５－２２４－８１５９  



横浜市民向け映画上映会 主催：横浜市中区在宅医療相談室
協力：中区役所・中区医師会

【申込期間】12/11～1/8（定員200名 先着順申込制）

 郵便番号 住所 氏名 電話番号 参加人数を記入

 ハガキ  FAX  もしくは 右記QRコードより申込

 〒231-0806 横浜市中区本牧町２-３５３-３Ｆ

FAX (045-628-3558) 中区在宅医療相談室迄

 ※希望人数分のチケットを1月中旬に送付します

 問合先：中区在宅医療相談室 045-307-2505 (この上映会は横浜市に委託された事業です)

2024年1月20日(土)
14:15～16:30

 入場無料(※要申込）

 横浜市健康福祉総合
 センター４階ホール
 （桜木町駅下車徒歩2分）

チラシ掲示期間～2024年1月8日



中 福 第 1 5 0 5 号  

令和５年 11月 20日  

 

中区連合町内会長連絡協議会 

会長 松澤 秀夫 様 

中区福祉保健課長 藤本 剛  

 

 

中なかいいネ！発表会の開催及び後援依頼について 

 

 

 平素から中区の地域福祉保健の推進に御理解・御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、中区では、地域福祉保健計画「中なかいいネ！」の推進に向けて、区民の皆様と 

ともに、誰もが安心して暮らしていけるようなまちづくりを目指して、様々な取組を進めて

おります。 

 このたび、中なかいいネ！発表会を開催し、地域における活動や取組の紹介を行います。 

 つきましては、貴会の御後援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１ 依頼事項 

  中なかいいネ！発表会の後援及び周知 

 

２ 行事概要 

(1) 主催 

中なかいいネ！推進会議、横浜市中区役所、（福）横浜市中区社会福祉協議会 

(2) 日時 

令和６年２月 12日（月・祝） 14時～15時半（予定） 

(3) 場所 

横浜情報文化センター６階ホール 

（横浜市中区日本大通 11番地） 

(4) 内容 

講演会「（仮題）中なかいいネ！とは～地域活動でつながる大切さ～」 

 

３ 周知について 

12 月下旬までにチラシを郵送しますので、各自治会町内会の掲示板への掲出等により

周知にご協力をお願いします。 

 

担当 中なかいいネ！推進会議事務局 

（中区福祉保健課事業企画担当） 

電話 224-8330 ファクス 224-8157 

E-mail na-iineplan@city.yokohama.jp 

mailto:na-iineplan@city.yokohama.jp


 

 

各自治会・町内会長 様 

中区総務課長 

 

情報受伝達訓練について（協力依頼） 

 

日頃から、防災事業に御協力いただき厚くお礼申し上げます。 
さて、平成７年１月17日に発生した阪神・淡路大震災を契機に、災害時のボランティア

と平常時における自発的な防災活動の重要性の認識を深めるために「防災とボランティア

週間」が定められました。中区におきましては「防災とボランティア週間」事業の一環と

して、震災時を想定した情報受伝達訓練を実施します。 

つきましては、次のとおり実施いたしますので、ご協力をお願いいたします。 

 

【情報受伝達訓練概要】 

  

１ 実施日時 

   令和６年１月 17 日(水)  14 時 30 分から 15 時 30 分（予定）まで 

    

２ 実施場所 

中区役所、地域防災拠点、福祉避難所、該当自治会館・町内会館等（別紙参照） 

  

３ 訓練内容 

情報網整備協力施設等と非常通信用の機器を実際に使用し、情報受伝達方法の確認

を行います。 

 

４ 周知事項 

12 月初旬に地域防災拠点運営委員長及び該当する自治会・町内会の会長あて、訓練

の案内等を郵送にて送付します。 

訓練参加の可否については、可能な限り「横浜市電子申請届出システム」に必要事

項を入力して、12 月 25 日(月)までにご回答をお願いします。 

なお、システムの使用ができない等の場合は、「①訓練参加の可否・②団体名・③担

当者名・④連絡先（電話番号）」をメール、ＦＡＸ、郵送にてご回答ください。 

※横浜市電子申請届出システムについては、送付される案内を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

担当：中区役所総務課 掛川・太田 

TEL:224-8112  FAX:224-8109 

E-mail：na-bousai@city.yokohama.jp 

区 連 長 会 資 料 

令和５年 11 月 20 日 

総 務 課 



  別紙 

情報網整備協力施設一覧 

地域防災拠点 No 施設名 住 所 

 

１ 北方小学校 諏訪町 29番地 

２ 元街小学校 山手町 36番地 

３ 本町小学校 花咲町３丁目 86番地 

４ 立野小学校 立野 76番地 

５ 大鳥小学校 本牧町１丁目 251番地 

６ 山元小学校 山元町３丁目 152番地 

７ 本牧南小学校 本牧元町 44番１号 

８ 本牧小学校 本牧和田５番１号 

９ 港中学校 山下町 241番地 

10 横浜吉田中学校 羽衣町３丁目 84番地 

11 みなと総合高校 山下町 231番地 

12 間門小学校 本牧間門 29番１号 

13 仲尾台中学校 仲尾台 23番地 

14 旧富士見中学校 山田町３番地９号 

①北方小 

15 横浜市中スポーツセンター 新山下三丁目 15番４号 

16 新山下地域ケアプラザ 新山下三丁目 15番５号 

17 新山下１丁目自治会館 新山下一丁目８番８号 

18 ベイサイド新山下自治会 新山下二丁目８番１号 

②元街小 

19 元町自治運営会館 元町５丁目 208番地 

20 柏葉町内会館 柏葉 15番地 

21 上野町 3･4丁目妙香寺台町内会館 上野町３丁目 125番地 

③本町小 

22 野毛地区センター 野毛町３丁目 160番地４ 

23 初黄町内会館 初音町２丁目 37番地 

24 住吉町町内会館 住吉町５丁目 58番地 

④立野小 
25 麦田地域ケアプラザ 麦田町１丁目 26番地２ 

26 竹之丸地区センター 竹之丸 133番地３ 

⑤大鳥小 

27 中本牧コミュニティハウス 本牧町２丁目 351番地 

28 上台集会所 本郷町２丁目 50番地 

29 本牧大鳥自治会館 本牧満坂 11番地２ 

⑥山元小 
30 簑沢地域ケアプラザ 簑沢 13番地 204 

31 山元町１丁目自治会館 山元町１丁目 55番地 

⑦本牧南小 
32 本牧・根岸地区福祉文化センター 本牧元町 34番６号 

33 本牧ポートハイツ自治会館 錦町５番地 

⑧本牧小 
34 本牧原地域ケアプラザ 本牧原６番１号 

35 本牧和田地域ケアプラザ 本牧和田 35番 13号 

⑨港中 
36 中土木事務所 山下町 246番地 

37 山下町町内会館 山下町 135番地２ 

⑩横浜吉田中 
38 協同組合伊勢佐木町商店街 若葉町２丁目 34番地 

39 福富町町内会・西公園集会所 福富町西通２番地 

⑪みなと総合高 40 石川町３丁目西部町内会館 石川町３丁目 109番地 

⑫間門小 
41 本牧三之谷町内会館 本牧三之谷 37番６号 

42 望洋自治会館 池袋 61番地７ 

⑬仲尾台中 
43 豆口台上町会館 豆口台 118番地 89 

⑭旧富士見中 
44 不老町地域ケアプラザ 不老町３丁目 15番地２ 

45 寿地区自治会 寿町４丁目 15番地５ 

その他 

福祉施設 

46 特別養護老人ホーム 本牧ホーム 本牧原６番２号 

47 特別養護老人ホーム 新山下ホーム 新山下三丁目 15番５号 

48 日本水上学園（児童養護施設） 山手町 140番地 

49 横浜訓盲院（盲児施設） 竹之丸 181番地 

50 オリブ工房（知的障害者通所更生施設） 本牧原 16番１号 

51 中区本牧活動ホーム 本牧十二天２番１５号 

52 みはらしポンテ（中区障害者支援拠点） 新山下三丁目１番 29号 

53 かながわ労働プラザ 寿町１番地４ 



令和５年 11月 20日                                                           

各地区連合町内会長 様 

中区役所地域振興課 

資源化推進担当課長 

松本 久志 

 

令和５年度「ヨコハマ３Ｒ夢行動推進者中区長感謝状」候補者の推薦について（依頼） 

 

 時下ますます御盛栄のこととお喜び申し上げます。 

 日頃より、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の推進に御協力いただき、ありがとうございます。 

 さて、中区では３Ｒ夢プランの推進に功績があった『個人』と『団体』に対し、区長より

感謝状を贈呈いたしております。 

 つきましては、令和５年度において表彰する『個人』及び『団体』の候補者を「ヨコハマ

３Ｒ夢行動推進者中区長感謝状贈呈要綱第４条に基づき、御推薦くださるようお願い申し上

げます。 

 

１ 推薦期限 

  令和６年１月 12日（金） 

 

２ 推薦数 

  各地区連合町内会あたり、個人１名・団体１団体 

  但し、団体数が多い地区（目安は１１団体以上）については、個人２名・団体２団体ま

で推薦可とします。 

   

３ 提出先 

  中区役所地域振興課資源化推進担当 

 

４ 表彰基準 

 添付の「ヨコハマ３Ｒ夢」行動推進者中区長感謝状贈呈要綱第３条各号の「贈呈の基準」

によります。（※推薦書の推薦理由「３Ｒ夢活動」は、資源集団回収を含みます。） 

 

５ 添付資料 

  地区連合町内会ごとに、過去 15年間（平成 20年度以降）に「街の美化推進中区長感謝

状」及び「ヨコハマ３Ｒ夢行動推進者中区長感謝状」を受賞された個人・団体のリストを

添付しています。 

  ※ 原則として、このリストに載っていない方（個人・団体）を推薦してください。 

（但し、過去に同感謝状を贈呈された方でも、受賞後 10年を経過した場合には、再度 

推薦できることとします。) 

  ※ 推薦する個人及び団体がない場合でも、その旨ご連絡をお願いします。 

 

６ 感謝状贈呈式 

  令和６年３月開催予定（会場は、区７階会議室を予定。開催期日・場所が確定次第、被

贈呈者の皆様にご案内いたします。） 

                

担当：中区役所地域振興課資源化推進担当  

                      植田・佐藤 ℡224-8140 Fax224-8215  



  
  

「ヨコハマ３Ｒ夢」行動推進者中区長感謝状贈呈要綱  

  

  

（目的）  

第１条 この要綱は、中区内において、ヨコハマ３Ｒ夢行動の推進に功績のあった個人

または団体等に感謝状を贈呈することにより、感謝の意を表するとともに、さらに積

極的な活動の定着を図ることを目的とする。  

（贈呈の方法）   

第２条 区長が感謝状及び記念品を贈呈する。   

（贈呈の基準）  

第３条 贈呈は、次の各号のいずれかに該当するもので、その業績または貢献が特に顕

著で他の模範となるものに対して行う。  

（１）公共施設及びこれに順ずるものの清掃活動に尽力し、多大な成果をあげたもの  

（２）地域でのリサイクル活動等に尽力するなど、ヨコハマ３Ｒ夢行動の推進に功労

のあったもの  

（３）緑化活動に尽力し、有効な成果をあげたもの  

（４）その他とくに区長が必要あると認めたもの  

 （推薦者及び推薦方法）  

第４条 推薦は地域住民組織、各種市民団体の長及び区長が別紙推薦書により行う。  

 （被贈呈者の決定）  

第５条 区長は、前条の規定により推薦された候補者の中から被贈呈者を決定する。  

 （贈呈の時期） 

第６条 贈呈は原則として毎年１回行う。  

（事務の所管）  

第７条 本贈呈に係わる事務は、地域振興課資源化推進担当が行う。  

（１）この要綱に定めるもののほか必要な事項は区長が定める。  

  

  



         推   薦   書       個 人 用  

 
                        令和  年  月  日 
中 区 長 
 

         地 区 名：            

         推薦者氏名：            

 
「ヨコハマ３Ｒ夢行動推進者中区長感謝状」被贈呈候補者を次のとおり 

推薦します。 

フリカナ 
氏 名 

  
生年月日 

 
 

 
住 所 

 

〒 

電話番号  

 
活動期間 
回  数 

 

  
過去に受

けた表彰 

 

 
活動場所 

 

 

 
推薦理由 

 

 
１ 清掃         ２ ３Ｒ夢活動 
３ 緑化活動       ４ その他（       ） 
                   

 
活動のあらまし（具体的に記入してください） 
 
 
 
 
 
 
 

 



         推   薦   書       団 体 用  

 
                        令和  年  月  日 
中 区 長 
 

         地 区 名：            

         推薦者氏名：            

 
「ヨコハマ３Ｒ夢行動推進者中区長感謝状」被贈呈候補者を次のとおり 

推薦します。 

フリカナ 
団体名 

  
代表者名 

 
 

 
所在地 

 

〒 
 

電話番号  

 
活動期間 
回  数 

 

  
過去に受

けた表彰 

 

 
活動場所 

 

  
団体構成

人員 

 

 
推薦理由 

 

 
１ 清掃         ２ ３Ｒ夢活動 
３ 緑化活動       ４ その他（       ） 
                   

 
活動のあらまし（具体的に記入してください） 
 
 
 
 
 
 
 

 



令和５年 11月 

自治会・町内会長各位 

横浜エクセレンス 

 

中区民デー開催にあたってのポスター掲出について（依頼） 

 

 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、横浜エクセレンスでは、来る 12月 22日（金）、23日（土）に横浜武道館で開催

するホームゲームを「中区民デー」として、中区在住、在勤、在学の方を横浜武道館の２

階自由席に先着順でご招待することといたしました。そのほかの一部座席についても優待

価格でご購入いただけます。 

 つきましては、中区民デーの開催を広く区民に周知し、多くの方にバスケットボールの

試合をご観戦いただくため、次のとおり、自治会、町内会の掲示板へのチラシの掲出をお

願いいたします。 

 

１ 掲出希望期間 

  チラシ到着から令和５年 12月 23日（土）まで 

 

２ 掲出希望内容 

  Ａ４版チラシ 裏面 

 

３ チラシのイメージ 

 

   

 

 

 

 

 

      表 面       裏面（掲出する面） 

 

   お問い合わせ先      

株式会社横浜エクセレンス    

ホームタウン事業部  上田   

TEL:045-264-6424        

Email: a.ueda@yokohama-ex.jp  







令和５年 11月 

自治会・町内会長各位 

横浜キヤノンイーグルス 

 

西・中区民ご招待ＤＡＹ開催にあたってのポスター掲出について（依頼） 

 

 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、横浜キヤノンイーグルスでは、来年１月 13日（土）にニッパツ三ツ沢球技場で開

催するホストゲームを「西・中区民ご招待ＤＡＹ」として、西区・中区に在住、在勤、在

学の方とそのご家族をゴール裏自由席に先着順でご招待することといたしました。 

 つきましては、西・中区民ご招待ＤＡＹの開催を広く区民に周知し、多くの方にラグビ

ーの試合をご観戦いただくため、次のとおり、自治会、町内会の掲示板へのチラシの掲出

をお願いいたします。 

 

１ 掲出希望期間 

  チラシ到着から令和６年１月 13日（土）まで 

 

２ 掲出希望内容 

  Ａ４版チラシ  

 

３ チラシのイメージ 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

   お問い合わせ先        

横浜キヤノンイーグルス             

運営担当  松下                     

TEL:03-3757-9552                 

Email: matsushita.yasukazu@mail.canon  



令和５年 11月 20日 

 

自治会町内会長 各位 

 

                       中区青少年指導員協議会会長 

 

「なかくっ子ウォーク in 野毛山動物園」チラシの掲出について（依頼） 

 

 

 日ごろから、青少年の健全育成のために特段の御尽力をいただき厚くお礼申しあ

げます。 

中区青少年指導員協議会では、青少年の学習や健康づくり、異世代間交流を促進

し、青少年の健全育成に寄与することを目的として、中区役所と共催で「なかくっ

子ウォーク in 野毛山動物園」を開催いたします。 

つきましては、各自治会・町内会の掲示板へチラシを掲出いただきますよう、お

願い申し上げます。 

 

 

１ 掲出チラシ 

  「なかくっ子ウォーク in 野毛山動物園」チラシ 

 

２ 掲出期間 

  令和５年 12月１日（木）～令和６年１月９日（火） 

  ※可能な範囲で上記期間にて掲出をお願いいたします。 

 

３ 送付書類 

  「なかくっ子ウォーク in 野毛山動物園」チラシ(A4) 

 

 

 

 

 

 

 

中区青少年指導員協議会 事務局 

（中区役所地域振興課内） 

担当：合田、内藤     

                                           電話：（２２４）８１３７ 

FAX ：（２２４）８２１５ 



・JR根岸線・横浜市営地下鉄【桜木町駅】より徒歩15分
・京浜急行線【日ノ出町駅】より徒歩10分

交通案内

集合
場所

なかくっ子ウォーク申込ページ
（横浜市電子申請・届出システム）

日 時

集合場所

小学生以下（保護者同伴必須）
6０組程度（応募者多数の場合、抽選）

１組 200円（保険代含む）
当日受付にてお支払いください

内 容

対 象

定 員

参 加 費

野毛山動物園をテーマとしたクイズウォーク
申込方法 2～ 5名を1組として組ごとにお申込みください。

令和 6年 1月9日（火）までに、横浜市電子申請・届出システム
（右記二次元バーコード）又は電話にてお申し込みください。
【記入事項】 ①代表者氏名（フリガナ）　②代表者連絡先（携帯電話）
 ③代表者住所　④参加人数（大人／何名、こども／何名）
 ※当選者には、別途はがきで詳細をご案内します。
 ※お預かりした個人情報は、本事業の運営・管理以外には使用しません。　

問 合 先 中区青少年指導員事務局（中区地域振興課内）
Tel：224－8137　FAX：224－8215　Eメール：na-taishi@city.yokohama.jp

中区青少年指導員協議会

ち
ょ
う
せ
ん

ぼ
く
た
ち
を
み
な
が
ら

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
て
ね
！

共 催 中区役所主 催

野毛のつり橋

↑一本松小学校方面

野毛山動物園

　桜木町駅方面
↓横浜ランドマーク方面

WC

交番

旧野毛山配水池

3on3バスケット
ボールコート
3on3バスケット
ボールコート

展望台

ここに
集合

野毛山公園内マップ野毛山公園内マップ

さんかしょう参加賞

首をながくして

待ってるよ～
！

くび

ま

令和6年 1月28日日10時～12時30分（受付９時30分～10時）
れい わ ねん

がつ にち にち
じ じ ぷん うけつけ じ ぷん じ

野毛山公園展望地区　展望台
の げ やま こう えん てん ぼう ち く てん ぼう だい

いん　　　 の　　　げ　　  やま　 どう　　ぶつ　　えん こう　  てん　  ちゅう　　し

こ

in 野毛山動物園（荒天中止）


	01_11月区連会資料
	区連会資料

	02_連会説明資料（都市整備局・都市マス等）
	03_【建築局住宅政策課】市連会説明資料_11月
	04_市連会・区連会資料（エコハマ）
	05_横浜市立図書館ビジョン（仮称）の市民意見公募予定について（情報共有）
	06_【資料】横浜市立図書館臨時休館のお知らせ_1024
	【資料】横浜市立図書館臨時休館のお知らせ（情報共有）_1023
	【別紙】第４次図書館情報システムの稼働に伴う令和５年度の年末年始休館について
	スライド番号 1


	07-1_区連会資料一式
	【区連会】候補者推薦書提出依頼
	【印刷用・白紙込み】区連会資料一式
	会議資料一式
	青少年指導員要綱
	青少年指導員委嘱要領
	29期青指委嘱手引き
	29期青指推薦書
	29期青指推薦書（交替）
	解任申出書

	白紙


	07-2_青少年指導員ちらし
	08_事例発表収録動画のYouTube配信について
	09-1_依頼文
	09-2_シンポジウムチラシ
	kantou-3-v3-9ol_omote
	kantou-3-v3-9ol_ura

	10_多機能型拠点５館目整備_説明資料
	11_【令和５年度航空支援隊訓練】区連会説明資料  (2)
	根岸森林公園における航空消防隊との連携訓練について
	２ 実施日時
	３ 訓練場所
	４ 訓練参加部隊等
	５ 訓練内容
	６ 訓練当日の見学について
	７ 安全管理について
	８ その他
	訓 練 ス ケ ジ ュ ー ル
	訓 練 実 施 場 所 配 置 図
	ヘリコプターによる物資搬入、搬出訓練
	ヘリコプター見学


	12_【資料】消防団統合について
	13_令和６年中区消防出初式の実施について
	02_「令和６年中区消防出初式」チラシの掲出について
	3-2【資料】（令和６年中区消防出初式）
	令和6年パンフレット
	スライド番号 1



	14_「認知症に関する市民向け映画上映会」チラシの掲出について
	【高齢・障害支援課】チラシ掲出依頼（送付文）
	チラシ
	スライド 1


	15_中なかいいネ！発表会の開催及び後援依頼について
	16_令和5年度情報受伝達訓練について
	01_【中村さん提出用】【総務課】令和5年度情報受伝達訓練について
	02_(別紙）情報網整備協力施設一覧

	17_R５３R夢推進推薦依頼文ほか
	18_横浜エクセレンスの中区民デーの実施について
	横浜エクセレンス中区民デーチラシ掲出依頼文（20231102）
	エクセレンスチラシ表面
	エクセレンスチラシ裏面

	19_横浜キヤノンイーグルス西・中区民デーチラシ掲出依頼文
	20_「なかくっ子ウォーク in 野毛山動物園」チラシの掲出について
	ポスター掲出依頼（送付文）
	２校




